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水村家住宅主屋の保存活用に関する要望書 

 

拝啓、時下ますます御清祥のこととお慶び申し上げます｡ 

平素より、本会の活動につきましてご理解とご協力を賜り、厚く御礼を申し上げます｡ 

 さて、川越市喜多町所在の水村家住宅に関して主屋の取り壊しを含めた屋敷地再整備計画が検

討されている由、うかがっております。 

水村家住宅主屋は『埼玉県の民家』(1972(昭和 47)年)や『川越の蔵造り』(1983（昭和 58）年)

において、川越市内に現存する板葺近世町屋の古例と高く評価されていることは、ご高承のこと

と存じます｡ 

水村家は川越本陣の分家と伝わり、味噌や麹を商い、幕末に川越総名主をつとめた家柄です。

屋敷は重要伝統的建造物群保存地区の北側に接する喜多町に所在し、主屋は同地区内を南北に縦

貫する南町・喜多町筋に東面して建ちます。喜多町は川越の近世市街地における町人地の中核を

なした上五カ町のひとつで、1893（明治 26）年の大火を免れています。水村家住宅主屋は屋根

の棟高が低く勾配が緩いのが特徴で、本来は石置き板葺または杉皮葺(現在は杉皮葺上に鉄板葺)

と推察され、近代に川越の中心市街地で一般化する重厚な瓦葺土蔵造の町屋建築とは異なる風情

を伝えています。建築年代は江戸時代中期に遡ると推定されています。 

主屋の基本構成は、街路に面して切妻造・平入・中 2 階を有する店部が建ち、店部後方へ棟を

直行させた奥行の長い平屋建を居住部として接続します。さらに西南に突出部が取り付きます。

なお、店部の間口は北側 1 間分を増築しているので、現状間口は 5 間半あります。水村家住宅主

屋は､近年まで米穀業を営んでおり、店部の改装も中 2 階を含めて数次にわたって行われ、居住

部分も改造が少なくありません。しかし今までの調査研究によって建築時の形式の大要は把握さ

れており、基本的な構造形式は建築以来の状況を留めると考えられています。流しや炊事場など

は古い形式をよく伝えています。屋根下地の一部は現在も竹製野地を留める点も貴重です。 

以上のように水村家住宅主屋は、近世川越の町屋建築を考えるうえで建築年代の古さ、形式の

希少性において、学術的価値・文化遺産的価値が極めて高いものです。すなわち、瓦葺･大壁形式

町屋が出現する以前の川越市街の板葺系上層町屋建築の実態を示す遺構として、極めて価値の高

い建築です。 

 貴下におかれましては、この貴重な建物の持つ高い文化的意義と歴史的価値についてあらため

てご理解いただき、本建築の保存活用を図るための方途を積極的にご検討くださいますようにお

願い申し上げる次第です｡ 

 なお、本会はこの建築の保存活用に関して、学術的観点からのご相談をお受けいたします。  
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水村家住宅主屋についての見解 

 

１）建物の概要 

水村家住宅主屋は、埼玉県川越市喜多町 1 丁目に所在する。喜多町は、近世川越の町割りにお

ける商人地「上五ケ町（本町・江戸町・喜多町・高沢町・南町）」の一つであり、重要伝統的建造

物群保存地区（以下重伝建地区という）の北端に近接する。喜多町は 1893(明治 26)年の大火を

免れた地域である。水村家の屋敷は、重伝建地区を南北に縦貫する南町・喜多町筋を札ノ辻交差

点から約 200m 北進した西側に位置し、街路に臨んで東面する。 

水村家は川越本陣の分家と伝える旧家で味噌や麹を商い、幕末には川越総名主もつとめた家柄

で､明治以降は米穀問屋を営んできた｡喜多町は米穀問屋が多く存在した｡水村家住宅主屋の屋根

は棟高が低く勾配が緩いのが特徴である｡これは現状の波型鉄屋根の下に本来の杉皮葺屋根留め

ているためで､近代に川越の中心市街地で一般化する重厚な瓦葺土蔵造り町屋建築とは異なる風

情を伝える。水村家住宅主屋の建築年代は明確ではないが、喜多町は明治大火を免れた地域であ

り、外観の古式さと間取りや構造手法から見て、家伝の「元禄建立」を紹介して江戸中期と推定

するもの（参考文献１）、周辺地域における 1726(享保 11)年火災記録を参照して享保 11 年火災

直後の再建と推定するもの（参考文献２）がある。いずれの場合も、現在川越市街で確認される

最古級の町屋と評価する点は共通する。 

主屋の基本構成は、街道に面して間口 27.6 尺（1 間 6 尺として約 4.5 間)・奥行 21 尺(3.5 間)、

切妻造・平入・中 2 階を有する店部が建ち、その後方へ棟を直行させた奥行 36 尺(6 間)の平屋建

を居住部として接続する。以上の店部と居住部からなる主体部の背面西南に間口 15 尺・奥行９

尺(2.5 間・1.5 間)の突出部を設け浴室と便所とする。主屋背面東側には土蔵が隣接し、蔵前で主

屋に連絡する。なお、店部の間口は北妻側 1 間分を増築しているので、現状間口は 5 間半ある。 

店部は近年まで米穀問屋を営んでおりミセと呼び、店舗･精米･貯蔵空間からなる。27.6 尺×15

尺（4.5 間×2.5 間）が本来の空間であるが、現状は居室部の東 6 尺(1 間)分を取り込み、さらに

北妻側を 6 尺増築している。北妻側増築部には大型の精米機械を設置し、店部北半は本来板間だ

ったらしいが土間に改装して中古の米貯蔵用板壁(半割丸太の間柱の板壁)を設け、本来南端に存

在した通土間を低い板床張の事務室に改造している。こうした改造は､水村家が米穀商いを本格化

した明治以後に行われたと考えられる。店部の中 2 階は、北半が 15 畳大の居室で南半は物置で

ある。ただし居室の天井と造作は後設で､本来は南半と同じ屋根裏部屋的な部屋と考えられる｡中

2 階は麹作りの時などに使用人寝室に利用したと伝えるので、本来はそうした空間であったろう｡

なお、店部の南妻面は改造が認められるが、本来の店部間口規模は明治 16 年の家屋調書の記載

間取りをもとに、南側に 1 間延びて 5 間半(33 尺)であったと指摘されている（参考文献２）。 

居室部は奥行 36 尺(6 間)を前後(東西方向)に３区分して 8 畳大室 2 列 6 室に区分する。北列の

奥室と中室は奥座敷と控間で長押と棹縁天井を備え､部屋境に欄間を設け、奥座敷に床の間を備え

る。南列中室はナカノマとよぶ居間で棹縁天井を備える。南列奥室は南側の張り出し部も含めて

オカッテと呼ぶ台所で､土間の一部に板間を張り出したものらしいが、現状は土間内に４畳半の室
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を区画する。なお、南列・北列の前室は店部に半分取り込まれており改造が大きいが、柱に古材

を留めるため､(柱の張板等を外して調査すれば)正確な復原考察は十分可能と思われる。 

主屋は屋根材に現在も杉皮葺を留める点が注目されるが、居室部の屋根裏を見ると竹製野地上

に杉皮葺した様子がよくわかり、現状はこの上に波型鉄板を張っている。この様子は軒先からも

確認することができる。また、店部と背面突出部も杉皮葺を留めている(波型鉄板張り)が､こちら

は下地が小舞の小間返し（隙間をあけて小舞板を打つ）である点が異なる。 

以上､水村家住宅主屋は、経年による改造が目立つが､柱・梁の主要構造材は当初の状況をよく

とどめ、南側土間の規模に今後の検討課題は残るが、おおむね当初形式の把握は可能である。建

築年代については､架構や柱の風合いなどから見て江戸中期まで遡る可能性は高い。座敷周りの状

況が上層商家の古式を伝える点、屋根形式がかつて川越の町屋に多く見られた板葺・杉皮葺系を

伝える点はとくに重要である。 

 

２）歴史的価値 

①ビルディングタイプの観点からみた価値 

 川越の町屋は、1893(明治 26)年の大火後に南町・本町などに普及した重厚な瓦葺・土蔵造の町

屋がよく知られており、この地区を中心に重伝建地区が形成されている。重伝建地区内に残る

1893(明治 26)年大火前の近世町屋建築は重要文化財大沢家住宅（1792(寛政 4)年）があるが、大

沢家は瓦葺･大壁形式の町屋である。すなわち大沢家住宅は川越における防火性能を有した町屋の

初期事例として重要であるが、文献等で伝えられている近世川越の板葺･杉皮葺系の町屋ではない。 

そのため、近世川越の町屋建築の歴史を正しく後世に伝えるうえで、防火に配慮した町屋出現

以前の形式を留める水村家住宅主屋の存在は重要である。しかも水村家住宅主屋は建築年代が江

戸中期に遡る可能性が高く､今後その根本的な修理や調査が行われれば、川越における｢板葺また

は杉皮葺の町屋｣→｢瓦葺の大壁造町屋｣→｢瓦葺の土蔵造町屋｣、という変化進展を遺構により明確

に伝えることが可能となる。しかも水村家住宅主屋は関東地方における年代の古い上層階層の町

屋の類型として貴重なビルディングタイプと位置付けられる。 

②技術史観点からみた価値 

また、寿命が短く古い屋根材が残ることの少ない杉皮葺について、波型鉄板で養生されていた

おかげで少なくとも数十年前の屋根材を伝えること､しかもその下地は竹製野地と小舞野地の 2

種類を伝えることは、伝統屋根構法という技術史的視点からも貴重である。 

 

以上のように水村家住宅主屋は、関東地方における板葺･杉皮葺系町屋の古例というビルディン

グタイプ的視点から見ても、杉皮葺屋根が 2 種の下地とともに残存するという技術史的観点から

見ても､きわめて貴重な存在である。今後本格的な修理とそれに伴う詳細な調査が行われ、建築の

実態が一層明確になるとともに､貴重な文化遺産として存続することを強く望む。 

 

参考文献１ 関口欣也､『埼玉県の民家』､1972(昭和 47)年､埼玉県教育員会 

参考文献 2 荒牧澄多･内田雄造･浅井賢治･羽生修二･遠藤一善､「明治初期における川越およびそ

の近在の町並み・集落に関する研究（その 2）川越・喜多町の近世町屋と「家屋取調書」につい

て」､日本建築学会関東支部研究報告集､1985（昭和 60）年 
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水村家住宅主屋 写真（撮影 大野敏 2019 年 3 月 31 日） 

  
主屋(店部) 正側面全景                主屋(店部) 正面  
 棟高が低く勾配が緩い屋根は杉皮葺の上に波型鉄板を張る。  店部は内部の改造が大きく、正面の建具構えも変

現状間口は 5 間半だが、北妻 1 間(右端)は増築である。     わっている。 
 

  
主屋(店部) 北妻前端部               主屋(店部) 北妻増築部屋根裏見上げ  

北隣の建物と壁を共有していたため隣家を取り壊した   写真左手に本来の北妻の架構が見える。現在増築部に 
際に妻壁と隣家の庇軒が一部残ることとなった。      精米機械を設置する。右手妻壁の屋根際に隣家(取り壊 

し済み)の屋根下地が見える。                  

         

       
主屋(店部) 北妻側増築部前端から内部を見る       主屋(店部) 南端の通り土間を見返す 
 店部北側は現在増築部と一連の土間で、精米や米穀貯蔵用に    現在は低い床を張り事務室に改装している。 
改造しているが、本来は床を張っていた痕跡がある。手前の柱は   本来の土間と床上が入れ替った状況といえる。 
棟持柱で、店部標準柱(4.5 寸角前後)より太く 6.3 寸角ほどある。      
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主屋(店部) 中 2 階背面              主屋(店部) 中 2 階正面と北妻面を見る 
 中 2 階は麹作り時などの使用人寝部屋と伝える。小屋    天井は本来なく、屋根裏が露出していた。店部の屋根 
梁は登り梁形式で、地棟梁から前後柱へ架け渡す。     下地は小舞を小間返しに打ち、その上に杉皮葺するが、 

現在はさらに波型鉄板を張っている。   
 

  
主屋(居室部) 屋根裏見上げ           主屋(居室部) 屋根軒裏見上げ(北西隅) 

竹製野地と杉皮葺が見える。現在は杉皮の上に波型鉄板   主屋西北隅に建つ土蔵との取り合い部のようす。 
を張っている。                     杉皮葺の上に波型鉄板を張っている状況がわかる。 
 
 

  
主屋(居室部) 南列前室の後半部        主屋(居室部) 南列中室から前室側を見返す 

もと 8 畳間だったが現状は前後 2 分して前半は土間、  ナカノマと呼ばれ 8 畳間の規模をとどめる。南側面(写真 
後半は 4 畳間とする。4 畳間の北東隅(写真右下)に電話  右手)は現在屋外だが､もとは通り土間が店部に通じていた 
電話室が残る｡ 近代に店部とその周辺を改造したこと     と考えられる｡ 
がわかる｡                                         
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主屋(居室部) 北列中室              主屋(居室部) 北列奥室の床の間痕跡 

この部屋は奥座敷である北列奥室と一連の座敷で、       この部屋は奥座敷で､現状は床の間を押入に改造して 
奥座敷の控間である｡仏壇置場の造作は改造が認めら       いる。床柱への長押の取り付けや飾金具(釘隠し)を備える 
れるが､棹縁天井と長押は当初と思われる。            点など上等な扱いが認められる｡ 
            

  
主屋(居室部) 奥座敷境の内法上             主屋(居室部)  南列奥室 

部屋境は当初から欄間を取り付けていた形式を示す。  南列奥室は南側の通り土間を取り込んで土間･板間から

なるオカッテを形成する｡写真は 4 畳半の部屋であるが、

本来は北寄りに設けた 3 畳大の板間(右側の天井相当部)
が原形らしく、土間の一部を取り込んで部屋化したもの

であろう。 

  
主屋(居室部) ナカノマ奥室南土間部の屋根裏   主屋居室部と背面突出部との境 

煙を屋外へ排出する装置の痕跡があり､土間にかまどを  居室部ナカノマ奥室の南と西はもと土間(オカッテ)で 
設けていたことがわかる。オカッテと呼んでいた。   かまどと流しを備えていたようであるが、現在低い板間 
                          となり、かまどはガスコンロに変わっている。土間は背 
                          面突出部に残り、その部分は浴室と便所に利用する。 
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